
2024.9　人事マネジメント
www.busi-pub.com

戦略ガイド

人事・戦略コンサルタント／HRストラテジー 代表  松本 利明

CONTENTS

■松本利明　　人事・戦略コンサルタント／HRストラテジー 代表
PwC，マーサージャパン，アクセンチュアなどのプリンシパルを経て現職。組織・人事戦略から経営管理，
人事制度，タレントマネジメント，IT化まで一気通貫で担当。25年間で外資系・日系大手企業から中堅企
業まで300社以上の働き方や人事改革に着手，成功に導く。5万人のリストラ，7,000名以上のリーダーの
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～我が社にふさわしい人材を他社に差をつけて採用する工夫とは～

　　　　逆説の真実

【人事部長の声】
⬇

【定説の誤り】
⬇

【では何が有効なのか】
⬇

【ポイント】

8テーマ×

●母集団をしっかり確保する戦略だったが
× 定説1   母集団を確実に形成し，採用フローの適
正運用を行い，採用する人材の質と量を担保する

○ 逆説の真実1   母集団より我が社にフィットする
人材をピンポイントで確保

●スペックを固め専門人材をターゲットにしたはず
だったが

×  定説2   IT ／ DX・経営人材などの専門人材の人
材要件のスペックを具体的に設定する

○ 逆説の真実2   「専門性」より「機能を満たす人材」
を要件にして「原石」を見つける

●現場の管理職が面接を担当し，適材を見抜くはず
だったが

×  定説3   管理職に採用権限を委譲し現場・実務に
適合した人材を採用する

○ 逆説の真実3   一緒に働きたいと誰もが感じる人
材を採用する

●内定辞退!? 採用プロセスの手応えは十分だったのに
×  定説4   内定者が不安にならないよう，スピー
ディーかつ丁寧に寄り添う

○ 逆説の真実4   「この人と働きたい」「ここで働き
たい」というイメージを沸かせ，不安にさせない

●入社早々，辞表!? これから育てようと思っていたのに
×  定説5   社会人としての基礎を教え，職場の上司

や先輩のOJTに任せる
○ 逆説の真実5   エンプロイージャーニーマップで
配属に納得させ，指導は伝え方を若手から学ぶ

●工夫して目標人数を確保したのに，現場から悲鳴が……
×  定説6   人材難の時代ゆえ要件は最低限にして間
口を広げ，採用後に現場のOJTで戦力化する

○ 逆説の真実6   人材要件のレベルをただ下げるので
はなく「自社に長く働いて機能する」基準で絞り込む

●人材紹介会社なら信用できると思って任せたのに
×  定説7   人材紹介会社のプロのアドバイスを素直に聞く
○ 逆説の真実7   人材紹介会社は「情報源」と割り
切り，使いこなす

●当社・業務内容に理解のある人材を確保する狙い
だったが

×  定説8   ミスマッチが少ないとされるリファーラ
ル採用に力を入れる

○ 逆説の真実8   「もうええやんか採用」に力を入れる
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